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運用目標を共有するコツ教えます集特

収入については、源泉徴収票や確定申告書など
に記載された額面金額の把握から、実際の手取り
額までをしっかりと把握しておきたい。ここは、そ
の後の税金アドバイスにも大きく影響する部分であ
る。また、不動産収入がある場合には、対象物件
の状況についても詳細の確認が必要だ。収入は、
現状だけでなく、将来の状況や退職金などに
ついても確認しておきたい。ねんきん定期
便をもとに確認するのも一考である。

収入

資産は全体を把握するだけでなく、預貯金、有
価証券、保険商品、不動産など、対象別の保有に
ついても詳細を確認しておきたい。また、どの資産
を誰名義で保有しているのか、世帯における情報も
入手したい。資産は正の資産だけでなく、ローン
や奨学金など負の資産についても確認を行う必要
がある。過去の経験について詳細を聴くこと
で、そのクライアントの許容範囲を知るこ
とができ、より良い提案がスムーズ
に行える。

資産状況

健康状態は、保険の加入や見直しはもちろん、
住宅ローンを組む場合の団体信用生命保険などに
も大きく関わってくるため、全体のプランニングを
担うためには、当初から確認しておきたい事項であ
る。「良好ですか」と聴くとほとんどの方が良好だ
と応えるため、薬の処方がないかなどもできれば
確認しておきたい。別居する親族などの介護
事情についても確認できれば、今後のプラ
ンに役立つ場合が多い。

健康状態

お客さまのプランニングを行う上で、世帯の状
況は欠かせない。現状だけでなく、今後出産や結
婚・転勤の予定があるかなど、将来のライフイベン
トについても確認する必要がある。また、同居して
いる家族だけでなく、別居の親族などの状況につ
いても確認が必要だ。特に両親や祖父母に関する
情報は、将来扶養の必要があるのか、もしく
は相続による資産移転が受けられるのかな
ど、できれば初回からヒアリングし
ておきたい。

家族構成

支出は全体の把握だけでなく、できれば基本生
活費、住居費、保険料、教育費、その他の支出な
ど、項目に分けて確認しておきたい。特に教育費や
住居費は、今後の意向によって支出額にも差が生
じ、資産形成のアドバイスにも影響するところな
ので、詳細を確認しておくことで最善のプランを
提供したい。ただし、お客さま自身が総額し
か把握できていない場合には、詳細の追求
を行わず、わかるところからはじめ
るなど対応の切換えも必要

である。

支出

公務員や優良企業で勤務する会社員の場合、勤
務先の福利厚生が手厚い場合がある。特に勤務す
る社員が死亡した場合の遺族給付などは保険設計に
も関わってくるところなので事前に確認しておきた
い。勤務先の団体保険の有無や、家賃補助の条件
なども、今後のプランニングに影響することが大
きいので、該当する場合には確認しておきた
い項目の一つである。

福利厚生

「損得」という資金面にのみ重点をおいたプラン
を提示しても、必ずしもクライアントが手放しで
納得するとは限らない。個人には気持ちや感情、嗜
好などがあるからだ。クライアントが、どの課題に
ついての解決を優先して望んでいるのか、今まで
何を一番大事にして生きてこられたかなど、気持
ちの部分をヒアリングすることも重要であ
る。そのうえでクライアントの気持ちをひ
もときながら、専門家としての意見
を提示することが求められ

る。

気持ち

株式会社ノースアイランド
常務取締役・CFP®岩永 慶子
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